
 

 

((多多面面的的機機能能にに関関すするる国国⺠⺠のの理理解解をを促促進進))  
農林水産省は、農業・農村が有する多面的機能について分かりやすく解説したパンフレ

ットを作成し、学校や地⽅公共団体等に配布しています。 
また、多面的機能やその発揮のための地域の共同活動に対する認知度向上や理解促進を

図るため、農林水産省のウェブサイトにおける子供向け動画や農業学習に活用できる教材
の公開、シンポジウムの開催等により、多面的機能に関する普及・啓発に取り組んでいま
す。 

令和6(2024)年10〜11月に実施した調査
によると、農業・農村には食料を生産する
こと以外に様々な役割があることを知って
いると回答した割合は42.5%となっていま
す。また、「多面的機能の中で、特に重要だ
と思う役割」として、「洪水防止機能」と回
答した割合は41.8%、次いで「生物生態系
保全機能」が18.9%、「土砂崩壊防止機能」
が17.5%、「河川流況安定機能」が17.0%と
なっています(図図表表55--44--22)。⼀⽅、「重要だ
と思うものはない」と回答した割合は
16.2%となっており、多面的機能の意義に
ついて、更なる周知を図っていくことが重
要です。 

 

 
多多面面的的機機能能パパンンフフレレッットト((子子供供向向けけ))  

 

農農業業・・農農村村のの有有すするる多多面面的的機機能能  
URL：https://www.maff.go.jp/j/nousin/noukan/nougyo_kinou  
 

図表5-4-2 多面的機能の中で、特に重要だと思
う役割(上位5位まで) 

資料：農林水産省「農業・農村の多面的機能に関する意識・意向アンケ
ート調査」 

注：1) 令和6(2024)年10〜11月に実施した調査で、有効回答数は1,050
2) 「多面的機能の中で、特に重要だと思う役割」の質問への回答
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第第44節節  多多面面的的機機能能のの発発揮揮  
 
 

農業・農村の多面的機能は、農村で継続的に農業生産活動が適切に行われることにより
発揮され、国⺠生活と国⺠経済の安定に重要な役割を果たしています。⼀⽅、農村では⼈
口減少や高齢化が進行する中、地域の共同活動や農業生産活動の継続等が困難となり、多
面的機能の発揮に支障が生じつつあります。このため、地域の共同活動や農業生産活動の
継続等を図るとともに、多面的機能の意義について国⺠理解を醸成し、農業政策の推進に
理解・協力を得ていくことが重要です。 

また、農業は環境に負の影響を与え、持続可能性を損なう側面もあることから、農業生
産に由来する環境負荷を低減する取組等1を進めながら、多面的機能を将来にわたって、適
切かつ、十分に発揮させることが必要です。 

本節では、多面的機能の発揮を促進する取組について紹介します。 
 

((11))  多多面面的的機機能能へへのの国国⺠⺠理理解解促促進進  
((農農業業・・農農村村ににはは多多面面的的機機能能がが存存在在))  

国土の保全、水源の涵養
かんよう

、自然環境の保全、良好な景観の形成、文化の伝承、癒しや安
らぎの提供といった、農村で農業生産活動が行われることにより生まれる食料を供給する
以外の様々な機能を「農業・農村の多面的機能」と言います(図図表表55--44--11)。 

 

 
 

1 第5章第2節を参照 

図表5-4-1 農業・農村の多面的機能 

資料：農林水産省作成 

洪洪水水をを防防ぐぐ機機能能

生生ききももののののすすみみかかににななるる機機能能

癒癒ししやや安安ららぎぎををももたたららすす機機能能

土土のの流流出出をを防防ぐぐ機機能能
農農村村のの景景観観をを保保全全すするる機機能能

地地下下水水ををつつくくるる機機能能

川川のの流流れれをを安安定定ささせせるる機機能能

文文化化をを伝伝承承すするる機機能能

土土砂砂崩崩れれをを防防ぐぐ機機能能

体体験験学学習習とと教教育育のの機機能能

暑暑ささををややわわららげげるる機機能能

有有機機物物をを分分解解すするる機機能能

多面的機能の発揮第4節
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能支払1、中山間地域等直接支払2、環境保全型農業直接支払3)を実施しており、令和6(2024)
年度の実施状況は、多面的機能支払は令和5(2023)年度と同水準、中山間地域等直接支払
及び環境保全型農業直接支払は増加傾向となっています。 

 

 
 

 
1 第6章第4節を参照 
2 第6章第5節を参照 
3 第5章第2節を参照 

((11)) 小小正正月月のの旧旧暦暦行行事事ででああるる雪雪中中田田植植ええ  
「雪中田植え」は、平らにした雪上の四隅に朴

ほお
の木を立て、しめ

縄で囲った「田んぼ」に、稲わらや大豆がらを植え、御神酒や餅等
をお供えして拝み、その年の作柄や豊凶を占う小正月

こしょうがつ
の旧暦行事で

す。その本質は、占い結果に⼀喜⼀憂せず、新年の始まりに当たっ
て、それぞれの稲作に対する決意と技術を確認することとされてい
ます。 

このような行事は、かつては秋田県の農村を始めとする⼀部の地
域で伝承されていましたが、旧暦行事が簡略化され、作法が文書や
図ではほとんど残されておらず、かつ核家族化や高齢化により家庭
内での伝承が困難となったこと等から、雪中田植えを行う地域は減
少しています。また、作法や習慣が地域や家庭ごとに違うのも特徴
です。 
 
((22)) 小小学学校校やや地地域域ででのの雪雪中中田田植植ええにによよりり、、若若いい世世代代にに農農村村文文化化

をを伝伝承承  
秋田県東成瀬村

ひがしなるせむら
の東成瀬

ひがしなるせ
小学校では、「ふるさとの伝統行事を体験

しよう」をスローガンに、学年ごとに旧暦行事に取り組んでいます。
このうち、雪中田植えは5年生を対象として、同村の文化財保護協会
の佐々木

さ さ き
友信
とものぶ

さんや「昔っこの会」の協力を得て行っています。佐々
木さんが雪中田植えを行う理由や儀礼について教えた上で、5年生の
代表2⼈が菅笠

すげがさ
、蓑

みの
、わらぐつといった昔の衣装をまとって実施して

います。 
また、同県北秋田市

き た あ き た し
の綴子

つづれこ
地区では、昭和58(1983)年に地元の農家によって、⼀度途絶えた雪中

田植えを復活させました。その後、秋田
あ き た

たかのす農業協同組合⻘年部が引き継ぎ、毎年1月15日に
地域行事として雪中田植えを行っています。 

このように、学校の授業等を利用して、地域の旧暦行事に触れる機会を設けることで関心や愛着
を高め、若い世代に農村文化を脈々と伝承しています。 

((事事例例))  雪雪中中田田植植ええをを実実施施しし、、若若いい世世代代へへ農農村村文文化化をを伝伝承承((秋秋田田県県))  

小小学学校校のの取取組組  
資料：東成瀬村教育委員会 
 

地地域域行行事事のの雪雪中中田田植植ええ  
資料：秋田たかのす農業協同組合 
 

 

 

 
 

((22))  多多面面的的機機能能のの発発揮揮のの促促進進ののたためめのの共共同同活活動動  
((多多面面的的機機能能のの維維持持・・発発揮揮ののたためめににはは地地域域がが一一体体ととななっったた共共同同活活動動がが重重要要))  

農業・農村の多面的機能は、農村の住⺠だけでなく、国⺠に多くの恵みをもたらすもの
であり、言わば国⺠の大切な財産です。これを維持・発揮させるためには、継続した農業
生産活動を行えるよう、農地や水路、農道の保全管理等の農地を良好に管理する共同活動
が重要です。 

農林水産省は、「農業の有する多面的機能の発揮の促進に関する法律」に基づき、地域の
共同活動による多面的機能の発揮を促進するための制度として、日本型直接支払(多面的機 

((ココララムム))  棚棚田田のの多多面面的的機機能能のの価価値値をを見見ええるる化化すするるたためめ試試行行的的なな調調査査をを実実施施  
 
棚田地域における営農は、平地と比べ労力がかかる⼀⽅、多面的

機能の発揮に重要な役割を果たしています。このため、農林水産省
は、棚田における多面的機能の価値を見える化する目的で、令和
6(2024)年度に試行的な調査を実施しました。 

この調査では、⻑野県上田市
う え だ し

の対象地域約3haについて、多面的機
能の貨幣評価を行い、「洪水防止機能」や「河川流況安定機能」とい
った棚田が持つ様々な働きの⼀部について、その価値を見える化す
ることができました。 

このように、農業・農村の多面的機能の価値を明確化し、国⺠理
解の醸成に努めているところです。 

⻑⻑野野県県上上田田市市のの棚棚田田  
資料：稲倉の棚田保全委員会 

上上田田市市のの棚棚田田ににおおけけるる定定量量評評価価量量及及びび貨貨幣幣評評価価額額  
((水水循循環環をを制制御御ししてて地地域域社社会会にに貢貢献献すするる機機能能))  

資料：農林水産省作成 
注：1) 平成13(2001)年の日本学術会議の答申における評価手法を参考に評価を実施 

2) ダム建設費等に代替して評価した機能については、棚田における評価量と比較して評価量が膨大なダムで代替している
ために、評価量当たりの建設費等が小さく見積もられ、結果的に評価額が小さくなっている可能性がある。 

3) 評価に係る各種パラメータについては、現地関係者からの聞き取りや各種文献から引用し、不足するものについては、
答申と同じ数値を用いて算定 

機能 評価量 評価額 評価手法の概要

洪水防止機能
有効貯水量

3,280m3 1,524千円
水田における貯水能力を、治水ダムの減価
償却費及び年間維持費により評価

河川流況安定機能
開発流量

0.0019m3/s
4,747千円

水田のかんがい用水を河川に安定的に還元
する能力を、利水ダムの減価償却費及び年
間維持費により評価

地下水涵養機能
地下水涵養量
19,842m3/年

25千円
水田の地下水涵養能力を、全国の地下水涵
養量に占める対象地域の地下水涵養量の割
合に答申における評価額を乗じて評価

土壌浸食防止機能
土壌侵食防止量

2.2m3/年
26千円

水田の耕作により抑止されている推定土壌
侵食量を、砂防ダムの建設費により評価
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て、それぞれの稲作に対する決意と技術を確認することとされてい
ます。 

このような行事は、かつては秋田県の農村を始めとする⼀部の地
域で伝承されていましたが、旧暦行事が簡略化され、作法が文書や
図ではほとんど残されておらず、かつ核家族化や高齢化により家庭
内での伝承が困難となったこと等から、雪中田植えを行う地域は減
少しています。また、作法や習慣が地域や家庭ごとに違うのも特徴
です。 
 
((22)) 小小学学校校やや地地域域ででのの雪雪中中田田植植ええにによよりり、、若若いい世世代代にに農農村村文文化化

をを伝伝承承  
秋田県東成瀬村

ひがしなるせむら
の東成瀬

ひがしなるせ
小学校では、「ふるさとの伝統行事を体験

しよう」をスローガンに、学年ごとに旧暦行事に取り組んでいます。
このうち、雪中田植えは5年生を対象として、同村の文化財保護協会
の佐々木

さ さ き
友信
とものぶ

さんや「昔っこの会」の協力を得て行っています。佐々
木さんが雪中田植えを行う理由や儀礼について教えた上で、5年生の
代表2⼈が菅笠

すげがさ
、蓑

みの
、わらぐつといった昔の衣装をまとって実施して

います。 
また、同県北秋田市

き た あ き た し
の綴子

つづれこ
地区では、昭和58(1983)年に地元の農家によって、⼀度途絶えた雪中

田植えを復活させました。その後、秋田
あ き た

たかのす農業協同組合⻘年部が引き継ぎ、毎年1月15日に
地域行事として雪中田植えを行っています。 

このように、学校の授業等を利用して、地域の旧暦行事に触れる機会を設けることで関心や愛着
を高め、若い世代に農村文化を脈々と伝承しています。 

((事事例例))  雪雪中中田田植植ええをを実実施施しし、、若若いい世世代代へへ農農村村文文化化をを伝伝承承((秋秋田田県県))  

小小学学校校のの取取組組  
資料：東成瀬村教育委員会 
 

地地域域行行事事のの雪雪中中田田植植ええ  
資料：秋田たかのす農業協同組合 
 

 

 

 
 

((22))  多多面面的的機機能能のの発発揮揮のの促促進進ののたためめのの共共同同活活動動  
((多多面面的的機機能能のの維維持持・・発発揮揮ののたためめににはは地地域域がが一一体体ととななっったた共共同同活活動動がが重重要要))  

農業・農村の多面的機能は、農村の住⺠だけでなく、国⺠に多くの恵みをもたらすもの
であり、言わば国⺠の大切な財産です。これを維持・発揮させるためには、継続した農業
生産活動を行えるよう、農地や水路、農道の保全管理等の農地を良好に管理する共同活動
が重要です。 

農林水産省は、「農業の有する多面的機能の発揮の促進に関する法律」に基づき、地域の
共同活動による多面的機能の発揮を促進するための制度として、日本型直接支払(多面的機 

((ココララムム))  棚棚田田のの多多面面的的機機能能のの価価値値をを見見ええるる化化すするるたためめ試試行行的的なな調調査査をを実実施施  
 
棚田地域における営農は、平地と比べ労力がかかる⼀⽅、多面的

機能の発揮に重要な役割を果たしています。このため、農林水産省
は、棚田における多面的機能の価値を見える化する目的で、令和
6(2024)年度に試行的な調査を実施しました。 

この調査では、⻑野県上田市
う え だ し

の対象地域約3haについて、多面的機
能の貨幣評価を行い、「洪水防止機能」や「河川流況安定機能」とい
った棚田が持つ様々な働きの⼀部について、その価値を見える化す
ることができました。 

このように、農業・農村の多面的機能の価値を明確化し、国⺠理
解の醸成に努めているところです。 

⻑⻑野野県県上上田田市市のの棚棚田田  
資料：稲倉の棚田保全委員会 

上上田田市市のの棚棚田田ににおおけけるる定定量量評評価価量量及及びび貨貨幣幣評評価価額額  
((水水循循環環をを制制御御ししてて地地域域社社会会にに貢貢献献すするる機機能能))  

資料：農林水産省作成 
注：1) 平成13(2001)年の日本学術会議の答申における評価手法を参考に評価を実施 

2) ダム建設費等に代替して評価した機能については、棚田における評価量と比較して評価量が膨大なダムで代替している
ために、評価量当たりの建設費等が小さく見積もられ、結果的に評価額が小さくなっている可能性がある。 

3) 評価に係る各種パラメータについては、現地関係者からの聞き取りや各種文献から引用し、不足するものについては、
答申と同じ数値を用いて算定 

機能 評価量 評価額 評価手法の概要

洪水防止機能
有効貯水量

3,280m3 1,524千円
水田における貯水能力を、治水ダムの減価
償却費及び年間維持費により評価

河川流況安定機能
開発流量

0.0019m3/s
4,747千円

水田のかんがい用水を河川に安定的に還元
する能力を、利水ダムの減価償却費及び年
間維持費により評価

地下水涵養機能
地下水涵養量
19,842m3/年

25千円
水田の地下水涵養能力を、全国の地下水涵
養量に占める対象地域の地下水涵養量の割
合に答申における評価額を乗じて評価

土壌浸食防止機能
土壌侵食防止量

2.2m3/年
26千円

水田の耕作により抑止されている推定土壌
侵食量を、砂防ダムの建設費により評価
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